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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第19期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第18期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 19,131,536 21,094,162 79,939,913

経常利益（千円） 522,631 837,775 2,700,791

四半期（当期）純利益（千円） 495,164 832,327 2,643,011

純資産額（千円） 2,743,026 5,866,599 4,956,420

総資産額（千円） 37,657,193 25,896,333 34,095,079

１株当たり純資産額（円） 242.00 512.92 433.18

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 43.83 73.68 233.97

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
42.71 71.66 227.41

自己資本比率（％） 7.3 22.4 14.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△844,631 1,676,398 101,005

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
701,147 861,078 5,486,127

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,054,446 △921,327 △6,065,964

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
1,747,481 4,082,156 2,466,579

従業員数（人） 257 255 251

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当社グループは、当社（㈱インボイス）、連結子会社２社によって構成され、主に情報通信サービス事業を営んで

おります。

当第１四半期連結会計期間における、主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次のとおりでありま

す。

＜企業向け通信統合サービス事業＞　

　　当社は、平成22年４月１日付けをもって株式会社インボイスＪｒ．を吸収合併いたしました。

＜集合住宅向け通信統合サービス事業＞　

　　主な事業内容及び主な関係会社の異動はありません。

＜不動産関連事業＞　

 当第１四半期連結会計期間より、有限会社ＤＹＮサラデベロップメント、合同会社ディーシー・インベストメ

ント・ワン及び一般社団法人ディーシー・パートナーズ・ワンは重要性がなくなったため、連結の範囲から除

外しております。これにより、不動産関連事業はなくなりました。

＜その他＞　

　　主な事業内容及び主な関係会社の異動はありません。
　

　当社グループの主な事業系統図及び主要な会社名は次のとおりであります。
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３【関係会社の状況】

前連結会計年度まで連結子会社でありました下記の会社は、当第１四半期連結会計期間において、連結子会社で

はなくなりました。

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業の内容
議決権の
所有割合
（％）

関係内容

㈱インボイスJr.

(注)３
東京都港区 10,000

企業向け通信統

合サービス事業
100.0

・役員の兼任３名

・当社が同社の事務等の

業務を受託している。

・資金援助をしている。

㈲ＤＹＮサラデベロップメント

（注）２,４
東京都港区 3,000  不動産関連事業

100.0

(100.0)
―　

合同会社ディーシー・インベスト

メント・ワン

（注）２,４

東京都港区　 300  不動産関連事業
100.0

(100.0)
―　

一般社団法人ディーシー・パート

ナーズ・ワン

（注）２,４

東京都港区　 3,000  不動産関連事業
100.0

(100.0)
―　

　（注）１．主要な事業の内容欄には、セグメント情報の名称を記載しております。

２．議決権の所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数であります。

３．平成22年４月１日に当社と吸収合併しております。

４．重要性がなくなったため、連結の範囲から除外しております。

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 255 （9）　

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に平均人員を外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 240 （9）　

　（注）従業員数は、社外への出向者を含めた人員であり、臨時雇用者数は（　）内に平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　　販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比
（％）

企業向け通信統合サービス事業 （千円） 20,502,330 110.7

集合住宅向け通信統合サービス事業 （千円） 505,021 94.6

報告セグメント計 （千円） 21,007,352 －

その他 （千円） 86,810 102.2

合計 （千円） 21,094,162 110.3

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　

　

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

   文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　  (1）業績の状況

　当第１四半期における国内経済は、世界経済を揺るがした金融不安によるダメージから緩やかに回復を見せてお

り、国内の通信業界においても、移動通信市場における「スマートフォン」を含む多種多様な端末の提供、固定通信

と移動通信のサービス融合などが進展しつつあり、各社間の顧客獲得競争が新たな局面を迎えております。

　　このような状況の中、当社グループは、本業の通信事業に経営資源を集約することで更なる顧客基盤の拡大を図る

とともに、不採算顧客への対応強化、顧客ニーズに適合した通信プランのコンサルティング等による顧客サービス

への取組み、組織のスリム化の推進など、採算性の見直しを中心とした事業活動により業績の向上に努めてまいり

ました。同時に販管費等のコスト削減を図り収益性の向上にも努めてまいりました。

　上記の結果、当連結会計年度の第１四半期の連結業績につきましては、売上高は21,094,162千円（前年同期比

10.3％増）、営業利益は871,051千円（前年同期比36.3％増）、経常利益は837,775千円（前年同期比60.3％増）、第１

四半期純利益は832,327千円（前年同期比68.1％増）と、大幅な増収増益となりました。

　なお、当第１四半期におきまして、グループの事業運営の更なる効率化を目的として、連結子会社でありました株

式会社インボイスＪｒ．を平成22年４月１日付をもって吸収合併いたしております。この合併による当社グループ

業績に与える影響はありません。

　　また、投資不動産の売却に伴い、有限会社ＤＹＮサラデベロップメント、合同会社ディーシー・インベストメント・

ワン、一般社団法人ディーシー・パートナーズ・ワンを連結の範囲から除外しております。
　
　セグメントの業績は次のとおりであります。

① 企業向け通信統合サービス事業 

   　企業向け通信統合サービス事業につきましては、新規顧客の獲得や顧客基盤の拡大、不採算顧客への対応強化など

により、売上高は20,502,330千円（前年同期比10.7％増）となりました。

② 集合住宅向け通信統合サービス事業

     集合住宅向け通信統合サービス事業につきましては、企業における寮、社宅施設の整理縮小、携帯電話の普及等の

影響により、「マイテレホン」は減少傾向となりましたが、インターネットの常時接続サービス「＠Ｇｅｏｒｇ

ｅ」における顧客数が増加したことにより、売上高は505,021千円（前年同期比5.4％減）となりました。

　③ その他の事業

　その他の事業につきましては、主に空調工事事業の受注高増加により、売上高は86,810千円（前年同期比2.2％増）

となりました。　
　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動によるキャッシュ・フロー

1,676,398千円の増加、投資活動によるキャッシュ・フロー861,078千円の増加、財務活動によるキャッシュ・フロー

921,327千円の減少があったことにより、前連結会計年度末の資金に比べ1,616,149千円増加し、4,082,156千円となり

ました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は、1,676,398千円となりました。（前年同期は844,631千円の減少）　

　主な要因としましては、税金等調整前四半期純利益834,485千円、仕入債務の増加1,342,781千円があった一方で、た

な卸資産の増加304,203千円、債務保証履行による支払額102,000千円等があったことによるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果増加した資金は、861,078千円となりました。（前年同期は701,147千円の増加）

　 主な要因としましては、破産更生債権等の回収による収入604,344千円等があったことによるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は、921,327千円となりました。（前年同期は1,054,446千円の減少）

　  主な要因としましては、長期借入金の返済による支出910,400千円等によるものであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,116,416

計 34,116,416

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成22年８月16日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 11,680,153 11,680,153 東京証券取引所市場第一部

当社は単元株

制度は採用し

ておりませ

ん。　

計 11,680,153 11,680,153 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

 　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

 　平成21年３月18日取締役会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 　　　359,500

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 359,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 440

新株予約権の行使期間
　自　平成23年３月21日
　至　平成25年３月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　　440　　　
資本組入額　　　　220　　　　　

新株予約権の行使の条件
当社の従業員の地位にあるこ

とを要する。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡、質入れその他一切の処

分は認めないものとする。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

　平成21年４月11日取締役会決議

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月30日）

新株予約権の数（個） 　　　127,000

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 127,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 516

新株予約権の行使期間
　自　平成22年４月13日
　至　平成25年４月12日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　　516　　　
資本組入額　　　　258　　　　　

新株予約権の行使の条件
当社の取締役又は監査役の地

位にあることを要する。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡、質入れその他一切の処

分は認めないものとする。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～
平成22年６月30日 － 11,680,153 － 17,341,347 － 112,965

（注）平成22年６月23日開催の定時株主総会において、資本金の額の減少について決議し、平成22年８月１日に

11,294,951千円を減少させ、その他資本剰余金へ振り替えております。

　

（６）【大株主の状況】

　　 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　　　①【発行済株式】 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
自己保有株式

普通株式    383,586
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,296,567 11,296,567 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 11,680,153 － －

総株主の議決権 － 11,296,567 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が399株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数399個が含まれております。

　　②【自己株式等】 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社インボイス 東京都港区芝4-1-23 383,586 －　 383,586 3.3

計 － 383,586 －　 383,586 3.3

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 1,500 1,520 1,280

最低（円） 1,367 1,081 1,082

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連

結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人ア

ヴァンティアによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,082,156 2,466,579

受取手形及び売掛金 14,501,734 14,475,535

原材料及び貯蔵品 275,969 70

未成工事支出金 92,796 64,492

繰延税金資産 1,104,339 1,104,093

その他 667,123 1,073,796

貸倒引当金 △53,993 △40,700

流動資産合計 20,670,127 19,143,866

固定資産

有形固定資産 ※1
 380,370

※1
 370,547

無形固定資産

のれん 1,169,532 1,190,796

その他 302,380 301,997

無形固定資産合計 1,471,913 1,492,794

投資その他の資産

投資有価証券 243,593 245,989

投資不動産 － ※2
 9,065,719

敷金及び保証金 441,076 471,332

破産更生債権等 724,124 1,330,843

繰延税金資産 2,602,290 2,602,270

その他 19,701 31,200

貸倒引当金 △656,864 △659,483

投資その他の資産合計 3,373,921 13,087,871

固定資産合計 5,226,205 14,951,212

資産合計 25,896,333 34,095,079

負債の部

流動負債

買掛金 10,323,036 8,980,255

短期借入金 ※3
 1,163,500

※2,3
 10,359,200

未払法人税等 17,878 113,153

賞与引当金 85,914 153,353

債務保証損失引当金 408,000 408,000

その他 922,650 1,014,536

流動負債合計 12,920,980 21,028,499

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 ※3
 6,255,200

※3
 7,169,900

退職給付引当金 102,024 97,947

債務保証損失引当金 416,300 518,300

その他 135,228 124,012

固定負債合計 7,108,753 8,110,160

負債合計 20,029,733 29,138,659

EDINET提出書類

株式会社インボイス(E04484)

四半期報告書

14/29



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 17,341,347 17,341,347

資本剰余金 19,123,006 19,123,006

利益剰余金 △25,976,368 △26,877,198

自己株式 △4,693,756 △4,693,756

株主資本合計 5,794,230 4,893,400

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 51 80

評価・換算差額等合計 51 80

新株予約権 72,316 62,939

純資産合計 5,866,599 4,956,420

負債純資産合計 25,896,333 34,095,079
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 19,131,536 21,094,162

売上原価 17,419,862 19,204,761

売上総利益 1,711,673 1,889,401

販売費及び一般管理費 ※1
 1,072,455

※1
 1,018,350

営業利益 639,218 871,051

営業外収益

受取利息 585 481

受取配当金 5 5

仕入割引 22,492 16,348

保険解約返戻金 － 16,083

その他 4,460 4,042

営業外収益合計 27,543 36,961

営業外費用

支払利息 125,788 68,939

その他 18,342 1,297

営業外費用合計 144,130 70,236

経常利益 522,631 837,775

特別損失

固定資産除却損 994 171

減損損失 1,449 770

投資有価証券評価損 － 2,347

特別損失合計 2,443 3,289

税金等調整前四半期純利益 520,187 834,485

法人税、住民税及び事業税 23,185 2,405

法人税等調整額 1,837 △246

法人税等合計 25,023 2,158

少数株主損益調整前四半期純利益 － 832,327

四半期純利益 495,164 832,327
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 520,187 834,485

減価償却費 27,556 25,449

減損損失 1,449 770

のれん償却額 22,216 21,264

株式報酬費用 － 9,377

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,967 10,673

賞与引当金の増減額（△は減少） △55,665 △67,439

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,883 4,077

受取利息及び受取配当金 △590 △486

保険解約返戻金 － △16,083

支払利息 125,788 68,939

固定資産除却損 994 171

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,347

売上債権の増減額（△は増加） △667,094 △23,824

たな卸資産の増減額（△は増加） △453,152 △304,203

仕入債務の増減額（△は減少） 162,129 1,342,781

未払費用の増減額（△は減少） △5,358 98,278

その他 16,307 △86,302

小計 △288,380 1,920,276

利息及び配当金の受取額 94 64

利息の支払額 △164,822 △66,077

債務保証履行による支払額 △334,000 △102,000

法人税等の支払額 △57,522 △75,865

営業活動によるキャッシュ・フロー △844,631 1,676,398

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △40,614 △8,730

有形及び無形固定資産の売却による収入 8,200 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 208,135

貸付けによる支出 △750 －

貸付金の回収による収入 2,553 990

保険の解約による収入 － 16,083

破産更生債権等の回収による収入 632,344 604,344

敷金及び保証金の返還による収入 58,165 30,256

その他 41,248 10,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 701,147 861,078

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △1,046,344 △910,400

リース債務の返済による支出 △6,340 △10,626

配当金の支払額 △1,761 △300

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,054,446 △921,327

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,197,930 1,616,149

現金及び現金同等物の期首残高 2,945,411 2,466,579

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △572

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,747,481

※1
 4,082,156
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　　当第１四半期連結会計期間より、当社は株式会社インボイスＪｒ．を吸収合併したた

め、また、有限会社ＤＹＮサラデベロップメント、合同会社ディーシー・インベストメ

ント・ワン及び一般社団法人ディーシー・パートナーズ・ワンは重要性がなくなっ

たため、連結の範囲から除外しております。

（2）変更後の連結子会社の数

　　２社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）資産除去債務に関する会計基準の適用

　当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基

準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

（2）企業結合に関する会計基準の適用　

　当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21

号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適

用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。
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【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　前連結会計年度まで区分掲記しておりました「預り敷金保証金」は、重要性がなくなったため、固定負債の「そ

の他」に含めて表示しております。なお、前連結会計年度末の「預り敷金保証金」は7,019千円であります。

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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　　【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　当社は、平成22年６月23日開催の定時株主総会において、資本金の額の減少ならびに剰余金の処分について決議

し、平成22年８月１日に、次のとおり、減資ならびに剰余金の処分をしております。

　１．資本金の額の減少ならびに剰余金の処分の目的

繰越欠損金を填補し財務体質の健全化を図るとともに、株主還元を含む資本政策の柔軟性を確保するため、

会社法第447 条第1 項の規定に基づき資本金の額の減少を行った上で、会社法第452 条の規定に基づき欠損の填

補に充当いたしました。

　２．資本金の額の減少

　　（1）減少する資本金の額

　平成22年３月31日現在の資本金の額17,341,347千円を11,294,951千円減少させ、その他資本剰余金への振り替

えをいたしました。

　（2）資本金の額の減少の方法

　発行済株式総数の数の変更を行わず、資本金の額のみを減少しました。

　３．剰余金の処分

　資本金の額の減少の効力が生じた後のその他資本剰余金30,304,993千円を27,004,993千円減少して、繰越利益剰

余金を増加させ、欠損填補に充当いたしました。

　（1）減少する剰余金の項目および金額

　その他資本剰余金 27,004,993千円

　（2）増加する剰余金の項目および金額

　繰越利益剰余金 27,004,993千円
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、1,750,624千円で

あります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、1,745,940千円で

あります。

                     ――――

　

※２．担保資産及び担保付債務

   担保に供している資産は次のとおりであります。

（イ）担保に供している資産

 投資不動産    9,065,719千円

その他  181,045千円

 計   9,246,765千円

　 　（ロ）上記に対応する債務

短期借入金   9,200,000千円

 計 9,200,000千円

※３．財務制限条項

　 当社グループの借入金のうち、財務制限条項が付さ

れているものは以下のとおりです。

　（1）当社

　　①借入実行残高　   7,197,800千円

　 ア．契約締結日以降、すべての債務の弁済が完了するま

での期間、中間期および決算期末日において、連結及

び単体の損益計算書の経常利益を指定の金額以上に

維持すること。

　 イ．契約締結日以降、すべての債務の弁済が完了するま

での期間、連結及び単体の貸借対照表の純資産の部の

金額を、平成21年３月期の純資産の部の金額の70％の

金額以上に維持すること。

　 ウ．弁済期間中、決算期末日において、連結の貸借対照表

上の現預金残高が30億円を超えた場合には、その超過

額について早期弁済を行なうこと。

※３．財務制限条項

　 当社グループの借入金のうち、財務制限条項が付さ

れているものは以下のとおりです。

　（1）当社

　　①借入実行残高　   7,096,000千円

　 ア．契約締結日以降、すべての債務の弁済が完了するま

での期間、中間期および決算期末日において、連結及

び単体及び㈱インボイスJr.の損益計算書の経常利益

を指定の金額以上に維持すること。

　 イ．契約締結日以降、すべての債務の弁済が完了するま

での期間、連結及び単体の貸借対照表の純資産の部の

金額を、平成21年３月期の純資産の部の金額の70％の

金額以上に維持すること。

　 ウ．弁済期間中、決算期末日において、連結の貸借対照表

上の現預金残高が30億円を超えた場合には、その超過

額について早期弁済を行なうこと。

　 エ．契約締結日以降、すべての債務の弁済が完了するま

での期間、中間期および決算期における、連結及び単

体の決算報告書等を直ちに提出すること。

　 エ．契約締結日以降、すべての債務の弁済が完了するま

での期間、中間期および決算期における、当社及び㈱

インボイスJr.の決算報告書等を直ちに提出すること。
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

　　広告宣伝費　　　　　　　　 46,318千円

　　給与手当及び賞与　　　　　336,977千円

　賃借料　　　　　　　　　 　94,476千円

　　支払手数料　　　　　　　　100,439千円

　　貸倒引当金繰入額　　　　　 22,564千円

　　賞与引当金繰入額　　　　　 38,154千円

　

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

　　給与手当及び賞与　　　  　327,508千円

　　貸倒引当金繰入額　　　　 　23,487千円

　　賞与引当金繰入額　　　　 　82,479千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金勘定   1,747,481千円

現金及び現金同等物   1,747,481千円

現金及び預金勘定   4,082,156千円

現金及び現金同等物  4,082,156千円

　　　    　　　            

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　11,680,153株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　383,586株

　

　３．新株予約権等に関する事項

　   ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の四半期連結会計期間末残高　 　　親会社   72,316千円

　

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　

企業向け通
信統合サー
ビス事業
（千円）

集合住宅向け
通信統合サー
ビス事業
（千円）

その他
の事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

（1）外部顧客に対する売上高 18,512,796 533,837 84,902 19,131,536 － 19,131,536

（2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
3,932 － － 3,932 　(3,932) －

計 18,516,728 533,837 84,902 19,135,468 　(3,932) 19,131,536

営業利益又は営業損失（△） 538,007 144,619 △43,408 639,218 － 639,218

（注）１．事業はサービスの種類、性質及び販売市場等の類似性を考慮して区分しております。

２．各事業の主な事業内容

（1）企業向け通信統合サービス事業…………通信料金一括請求サービス、国際通信サービス、その他

（2）集合住宅向け通信統合サービス事業……集合住宅向け電話サービス、集合住宅向けインターネット接続

サービス

（3）不動産関連事業……………………………不動産投資事業

（4）その他の事業………………………………空調工事事業等

　３．当第１四半期連結累計期間において、不動産関連事業の損益は発生していないため記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、法人顧客向けの通信料金一括請求サービス、国際通信サービス及び企業寮等の集合住宅に居住す

る個人利用者向けの電話・インターネットサービスを主な事業とし、経営・運営していることから、サービ

スの種類・性質・類似性等を考慮し、「企業向け通信統合サービス事業」及び「集合住宅向け通信統合

サービス事業」を報告セグメントとしております。
　
２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

 

報告セグメント   

調整額
（千円）

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）

企業向け通
信統合サー
ビス事業
（千円）

集合住宅
向け通信
統合サー
ビス事業
（千円）

計
（千円）

その他
（千円）
（注）

合計
（千円）

売上高        

（1）外部顧客への売上高 20,502,330 505,021 21,007,352 86,810 21,094,162 － 21,094,162

（2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,356 － 1,356 － 1,356 　(1,356) －

計 20,503,687 505,021 21,008,709 86,810 21,095,519 　(1,356) 21,094,162

セグメント利益又は損失（△） 748,809 129,196 878,006 △6,954 871,051 － 871,051

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、空調工事事業、サービスオフィス事業

等を含んでおります。

　

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
　

　

（追加情報）

　当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。
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　　　（企業結合等関係）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　平成22年１月26日開催の取締役会決議に基づき、平成22年４月１日付で当社連結子会社でありました株式会社

インボイスＪｒ．を吸収合併しております。概要は以下のとおりであります。

　１．結合当事企業及びその事業内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む取引の概要

　（1）結合当事企業または対象となった事業の名称及びその事業内容

商号
株式会社インボイス

　（存続会社）

株式会社インボイスＪｒ．

　（消滅会社）

　所在地 東京都港区芝四丁目１番23号　 東京都港区芝四丁目１番23号　

　代表者 代表取締役　高添俊幸　 代表取締役　高添俊幸　

　資本金 　17,341,347千円 　10,000千円

　事業内容
企業向け通信統合サービス事業

集合住宅向け通信統合サービス事業等
企業向け通信統合サービス事業等

　当社持分 ―　 100％　

　（2）企業結合の法的形式

　当社を存続会社とする吸収合併方式

　（3）企業結合後の名称

　株式会社インボイス

　（4）取引の目的を含む取引の概要

　① 合併の目的

　当社グループの事業運営の更なる効率化

　② 合併期日

　平成22年４月１日

　③ 合併比率及び合併交付金

　本合併は、当社による100％子会社の吸収合併であるため、合併による新株式及び金銭等の交付はありません。

　２．実施した会計処理の概要

　本合併は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支

配下の取引として会計処理を行っております。

　

　

　　　（賃貸等不動産関係）

　　当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

　 　 当第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社でありました有限会社ＤＹＮサラデベロップメントが

保有しておりましたホテル開発プロジェクトに伴う不動産を売却いたしました。これにより、連結貸借対照表

計上額（前連結会計年度末の投資不動産残高9,065,719千円）はなくなりました。なお、不動産売却における損

益に与える影響はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 512.92円 １株当たり純資産額 433.18円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 43.83円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額　
42.71

円

　

１株当たり四半期純利益金額 73.68円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額　
71.66

円

　

　（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 495,164 832,327

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 495,164 832,327

期中平均株式数（株） 11,296,567 11,296,567

　   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 296,003 318,548

（うち新株予約権） 296,003 318,548

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

──── ────

（重要な後発事象）

　      該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　特記事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月12日

株式会社インボイス

取締役会　御中

監査法人アヴァンティア

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小笠原　直　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 戸城　秀樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社インボイス

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インボイス及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社インボイス(E04484)

四半期報告書

28/29



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月12日

株式会社インボイス

取締役会　御中

監査法人アヴァンティア

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小笠原　直　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 西垣　芽衣 　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社インボイス

の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インボイス及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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